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ヽ(･∀･)ﾉ ﾜﾁｮｰｲ♪ おめでとうございます！ 
提供 きくち塾 

監修 だい C 

 

 

当無料レポートには当然著作権があります。 

勝手に写真、文章などを利用しているのを見かけたら、 

警察に言っていただきますので、あしからず～ 



はじめまして、きくち塾のスポークスマン、「だい C」です。  

 

つぶらな瞳がチャーミング。 

 

そう、自分で自分を信じてる、ちょっと変なダチョウです。 

 

今回はこの無料レポート 

「モカさんの500ドル達成実録レポート」をダウンロードしていただき、あり

がとうございますε=＼＿○ﾉ ｲﾔｯﾎｰｩ！ 

 

さっそくですが、モカさんに起こった出来事について、 

見ていくことにしましょうか。 

 

モカさんに何が起こったのか・・・ 

いや、モカさんが何を起こしたのか・・・ 

 

それはあなたにとっても起こしうることなのです。m9(ﾟ∀ﾟ) 

 



だい C  

「きくち塾に入る前のモカさんはどんな感じでしたか？」 

 

モカさん  

「アフィリエイトに目覚めたのはちょうど１年前です。 

主なものは情報商材の口コミレビューサイトで月に５～１０万の収入、資

料請求アフィリエイトでプラスアルファという感じです。」 

 

 

 

だい C  

「きくち塾に入ったきっかけはなんだったんですか？」 

 

モカさん 

「友人が私を見てアフィリエイトをやりたいと言い出したので、アドセンス

を紹介しようと考えたのが最初のきっかけです。 

アドセンスが素人でも比較的収入を得やすいという噂を聞いていたもの

で。 

でも自分がやってないのに紹介するわけにはいかないと思い、まず私が

やってみようと考えました。 

そこで良いアドセンス教材を漁っていたところ、運良くきくち塾を発見しま

した。(≧∇≦)ノ」 

 



 

 

だい C  

「モカさんが500 ドルを突破するまでの経緯、そしてサイト数はどのくらい

でしたか？」 

 

モカさん 

「基本的に人を使うのが苦手で外注が雇えず、ゆっくりマイペースでやっ

てきました。 

外注を雇えないうえに飽きやすい性格で（とほほ）、なかなかサイト作成

が進まなかったのですが、ダービーに参加したことでモチベーションが上

がり少しだけ加速できました。３ヵ月でサイト数は１２５です。」 

 

 

 

だい C  

「モカさんがサイトをつくるときにおいて注意している点などあります

か？」 

 

モカさん 

「まず第一印象で、サイトを見に来た人がすぐ閉じたくなるサイトにならな

いよう気をつけています。 

また検索上位にあるアドセンス狙いの他のサイトにコンテンツで負けたく

ないですね。(≧∀≦；)」 



 

 

 

だい C 

「印象にのこっている出来事、経験などありますか？」 

 

モカさん 

「●●●には●●●なのですが、●●●や●●●に●●●ました。 

●●●で得た●●●でサイトを作成し、予想通りに●●●が●●●と嬉

しいですね。 

意外に●●●じゃなく、●●●が続いてくれたりします。」 

 

 

 

だい C 

「塾生さんや他のアフィリエイターさんに対してメッセージがありましたら

どうぞ」 

 

モカさん 

「やってはいけないのが「勝手な割り算」ですね。 

１００サイト作成しても１日＄１０稼げない場合はサイト診断をしていただく

という方法がありますが、私は５０サイト作成したときにコンスタントに＄５

稼げなかったので不安になってしまいました。 

時折＄２０とかいくことはありましたが、２、３日しか続かなかったので。 

でも今になって、何故皆さんが「まず１００サイト作成」と言うのかがやっと



わかりました。 

サイトの数やドメインの数が増えるに従って波に強くなるし、見えてくるこ

とがたくさんあるんですね。 

報酬が下がるとモチベーションも下がりますが、焦らず余裕を持つことが

できるようになりました。」 

 

 

 

だい C 

「最後にモカさんの今後の抱負をおねがいします。」 

 

モカさん 

「さらに上のステージを目指します！ 

外注化も進めたいのですが、どこまで自力でやれるかも試してみたいとこ

ろです。 

これからもよろしくお願いします。<(_ _*)>」 

 

 

だい C 

「ありがとうございました。これからも頑張ってください！」 

 

 

 

モカさん、レポート作成にご協力いただきありがとうございました。 



そしてこれからもよろしくお願いします m(_ _)m        きくち 


